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１．本研究の位置付け 

本研究は、岩手大学第３期中期目標・中期計画

に掲げた目標と計画の実現に向けて、教育学部の

附属学校運営会議の下にある「附属学校改革専門

委員会」が所管の課題テーマに関する研究である。 
 岩手大学の第三期中期目標の中に、【17】「地域

のモデル校としての附属学校の機能を強化し、先

導的・実験的取組を通じた教育・研究を進め、地

域の教育課題に応える」が設定され、その実現の

ため、【34】「地域のモデル校として、多様な子ど

もたちを受け入れ、幼稚園、小学校、中学校とい

う異校種間の接続教育及び一貫教育の在り方や小

学校の専科制について調査研究を行う。そのうえ

で、附属学校の機能を強化するための学級数、入

学定員の適正化を図り、教員の適正配置を計画し、

実施する」を内容とする具体的な中期計画が定め

られた。これらを受けて、本研究では、中期計画

のうち、特に「異校種間の接続教育及び一貫教育

の在り方」を検討開発するために、附属学校改革

専門委員会を中心に具体的な計画の実施に取り組

んできた。本稿は、それについて、第３期中期目

標・中期計画６年目の経過報告及び最終報告を行

うものである。   （文責 田代 高章） 
２．本研究の取組内容 

（（１１））幼幼小小連連携携のの取取組組  

幼小連携に関しては、平成２８（2016）年度か

ら６年間、中期目標【１７地域のモデル校として

の附属学校の機能を強化し、先導的・実験的取組

を通じた教育・研究を進め、地域の教育課題に応

える】として、幼稚園、小学校間の接続教育につ

いて、調査研究してきた。 

 平成２９（2017）年３月の学習指導要領・幼稚

園教育要領の改訂により、幼稚園においては、「知

識及び技能の基礎」「思考力、判断力、表現力等の

基礎」「学びに向かう力、人間性等」の資質・能力

を、遊びを通した総合的な指導の中で一体的に育

むよう努めるものとされ、園生活全体を通して、

幼児に生きる力の基礎を育むことが求められてい

る。また、幼稚園教育で育まれた資質・能力を踏

まえ、小学校教育が円滑に行われるよう、小学校

の教師との意見交換や合同の研究の機会などを設

け、資質・能力や幼児期の終わりまでに育ってほ

しい姿を共有するなど連携を図り、幼稚園教育と

小学校教育との円滑な接続を図るよう努めるもの

とするとある。 

小学校学習指導要領では、幼児期の終わりまで

に育ってほしい姿を踏まえた指導を工夫すること

により、児童が主体的に自己を発揮しながら学び

に向かい、幼児期の教育を通して育まれた資質・

能力を伸ばしていくことが重要と示されている。 

これまで本園と附属小学校は、折に触れ、多様

な連携を模索し、幼小交流活動を行ってきた。交

流活動では、子供も教師も互いに学びある互恵的

な活動になるよう、指導案を作成したり、子供の

体験や学びの読み取りを一緒に行う機会を作った

りし、よりよい活動になることを目指してきた。 

本調査研究では、本園と附属小学校の接続教育

について、工夫・実践し取り組んできたことにつ

いてまとめる。 

１）方法 

①①幼幼小小接接続続教教育育のの在在りり方方をを探探るる【【平平成成２２９９年年度度】】  

②②接接続続期期カカリリキキュュララムムのの作作成成にに向向けけてて、、幼幼小小のの学学

びびををつつななぐぐ。。【【平平成成３３００年年度度・・令令和和元元年年】】  

③③幼幼小小接接続続期期カカリリキキュュララムムをを活活用用ししたた実実際際【【令令和和
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２２年年度度・・令令和和３３年年度度】】  

２）結果 

①①幼幼小小接接続続教教育育のの在在りり方方をを探探るる【【平平成成２２９９年年度度】】  

◯幼幼小小交交流流活活動動のの機機会会をを通通ししてて、、『『幼幼児児期期のの終終わわ

りりままででにに育育っっててほほししいい姿姿』』でで子子供供理理解解をを深深めめるる。。 

附属幼稚園と附属小学校との幼小交流活動は、

年長児と 1 年生が一緒に活動すること、1 年間通

して同じペアで活動することにしている。また、

相手に親しみをもち、相手意識を高め、安心して

活動ができる工夫もしている。年長児が小学校生

活に期待を持ち、1 年生が学校生活に意欲と自信

をもって生活できるよう、幼稚園と小学校が円滑

に接続していくことをねらっている。 

平成２９年度は、年４回の交流のうち、第１･

２･４回は小学校で、第３回は、幼稚園で実施した。 

第３回交流活動では、幼稚園の遊具や素材を使っ

て、「なかよしペアで協力して作る活動」を計画し

た。廃材を使ったドングリ転がしコース作りの活

動では、なかよしペアで一緒に考えて作った。３

回目の活動ということもあり、お互いの顔も分か

っていて、すんなりと活動に取り組み、豊富な材

料があることや、互いの存在に慣れてきているペ

ア同士で一つのものをつくるという活動が、幼小

双方の子ども達の意欲を引き出すことにつながり、

時間が足りなくなるほど夢中になる姿がみられた。 

〈〈当当日日ののビビデデオオ記記録録よよりり〉〉  

活動の反省会では、ビデオ記録を基に、幼小の

教員間でカンファレンスをした。『幼児期の終わり

までに育ってほしい姿』と照らし合わせ、年長組

Ａ児を含むグループの活動の姿に焦点をあてて、

育ちを読み取った。 

〈〈『『教教育育課課程程 55 歳歳児児ⅢⅢ期期』』のの姿姿とと照照ららしし合合わわせせここのの場場面面ででののＡＡ

児児をを中中心心ととししたた育育ちちのの読読みみ取取りりににつついいてて〉〉  

カンファレンスによって、相手の思いを受け入

れながら自分の表しを調整しようとする育ちが見

られたり、1 年生と年長児それぞれに育ちの具体

的な姿を共有して受け止めたりすることができた。

一人一人の活動する姿を『幼児期の終わりまでに

育ってほしい姿』に沿って話し合うことで、子供

にどのような資質・能力が育っているのかを具体

的に理解することができた。また、次の活動を考

える際、今の子どもの育ちから、もっと育ててい

きたいことはどんなことなのか考え、次の活動は

こんな計画にしたいと、ＰＤＣＡサイクルで考え

ることにもつながった。 

これらの実践から、幼小の教員間でこの『幼児

期の終わりまでに育ってほしい姿』を共通の言語

をとして接続の在り方を探っていける可能性があ

ることを感じた。 

②②接接続続期期カカリリキキュュララムムのの作作成成にに向向けけてて、、幼幼小小のの学学

びびををつつななぐぐ。。【【平平成成３３００年年度度・・令令和和元元年年】】  

◯幼幼小小交交流流活活動動をを通通ししてて、、『『教教育育課課程程』』『『生生活活科科単単

元元指指導導計計画画』』でで子子供供のの育育ちちをを確確認認しし合合いい、、『『資資

質質・・能能力力』』でで子子供供のの体体験験やや学学びびをを理理解解しし合合うう  

状況：ホワイトボードに切った牛乳パックや空き箱を斜めに貼り

付けていき、コースを作っている。ある程度できたので、

どんぐりを転がしてみようとする。 
〈表記：年長児→Ａ、1 年生→１〉 

１：（ドングリを転がしてみる。でも、最後の手前で止まってしま

う。）あ、（ドングリが）たまっちゃう。これ、多分さ。 
Ａ：ちょっと待ってよ。（コースの最後に空き箱をガムテープでつ

けながら。） 
１：あ、ちょっと待って！ちょっと剥がすよ。（A がさっきつけた

空き箱を取る。）こうすればいい。（空き箱を付ける位置をち

ょっと外側にずらして貼る。） 
Ａ：（見ている。） 
１：こっちにくるとぶつかっちゃうんだよ。いつもこっちの端に

行きやすいじゃん。 
Ａ：（見ながら考えている。）あ、いいこと思いついた。あのさ、

ここがぶつかってるから。ここを止めればいいんだよ。（先ほ

どの空き箱とその前の牛乳パックをガムテープでつなぐ。） 
１：（受け入れて転がす。ギリギリで止まる。）あ、ギリ止まった。 
Ａ：じゃ、ちょっとだけ斜めにすれば。（空き箱をつける角度を少

し変えて貼る。） 

（小）初めのうちは、1 年生の声ばっかり聞こえてきて、Ａ児

がなかなかしゃべっているのが聞き取れなかった。でも、

Ａ児が 1 年生の言う意見を取り入れて、箱を貼る位置を変

えているのは、「相手を受け入れながら自分の気持ちを調整

する」という姿なのではないか。 
（幼）確かに、年度初めは、調整ができなくて、思い通りにい

かないと怒ってしまうことも多かった。クラスの中でもず

いぶん変わってきたとは思うが、今でもそういうことはあ

る。 
（小）同学年・同級生だとうまくいかないことも、一つ上の小

学生と一緒にやることで、１年生のやっていることにも興

味を示し、相手の考えを受け入れて考えることができるの

ではないか。そういう意味では、幼小交流があることで、

この気持ちを調整する育ちを体験する機会の一つになって

いて、幼小交流の意味があると言えるのではないか。こう

いう「気持ちを調整する」というのは、１０の姿で言うと、

どういう姿と言えるのか。 
（幼）道徳性・規範意識の芽生えとしてとらえることができる

と思う。 
（小）なるほど。そして、一緒に作るものがあることで、もの

を通して、人がいて、道具と材料を通してつながっていく

ということなんですね。 
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平成３０年度は、幼小の教員で共に、『教育課

程５歳児』『生活科単元指導計画』を拠り所に、幼

小交流活動を計画・実践し、振り返りをしてきた。 

第２回交流活動の計画時には、第 1回の交流の

振り返りを生かし、子ども達の豊かな発想を生か

して、いろいろな遊びをしてほしいということが

幼小の教師間で共通な願いとなり、どのような活

動をしたらよいか協議した。その際、第２回の活

動における『教育課程 5歳児Ⅱ期』「人とのかかわ

りの体験（協同性）」とつながっていると考えた。 

〈〈本本園園のの教教育育課課程程 55歳歳児児ⅡⅡ期期～～一一部部抜抜粋粋～～〉〉    

発発達達のの過過程程  友友達達ととののつつななががりりのの中中でで、、互互いいにに考考ええややイイメメ

ーージジをを出出しし合合っってて、、試試ししたたりり工工夫夫ししたたりりししなながが

らら、、一一緒緒にに遊遊びびをを進進めめてていいくくよよううににななるる時時期期  

・・友友達達とと相相談談ししたたりり、、協協力力ししたたりりししななががらら、、共共通通のの目目的的にに向向かかっっ

てて取取りり組組むむ。。（（協協同同性性））  

「友達」を「ペアの 1 年生」ととらえると、第

２回の交流となり慣れてきたことで、互いのイメ

ージや考えを出し合い、一緒に協力しながら遊び

を作り出していけるようにしたいと考えた。 

また、小学校指導要領生活科の内容に次のよう

に示されている。 

これらのことから、夏の自然を使って思い切り

遊ぶことを通して、ペアの友達とのかかわりを楽

しいものにし、自然への気づきも生まれてほしい

と考えて活動を構想した。1 年生は事前の授業の

中で、草ずもう・葉っぱのしずくリレー・白つめ

草の冠作りなどを考えたが、年長児とのかかわり

の中で出てくる様々な発想を生かし、いろいろな

遊びができるよう 1年生にも伝え、柔軟に活動で

きるようにしたいと考えた。 

交流活動の振り返りでは、年長児は慣れてきた

１年生とのかかわりにおいて、のびのびと自分た

ちのしたいことを楽しんでいる姿があった。1 年

生にとっても、いろいろな種類や本数で草相撲を

したり、草の上を転がったりするのは、自分達だ

けの授業では見られない姿でもあった。草が豊富

にある場所での活動で、思い切り自然と触れるこ

とが遊びを楽しくし、試したり工夫したりする姿

につながっている。また、慣れてきたペアの友達

とのかかわりがあることで遊びがさらに楽しくな

っていることに気づかされた。『教育課程５歳Ⅱ期』

にあるように、ペア（友達）と相談したり協力し

たりしながら、共通の目的に向かって取り組む姿 
が見られてくる時期でもある。そのような姿に向

かってほしいと願いながら、交流活動をこの時期

に行うことに意義があると感じた。 
令和元年度は、子供の多様な体験や学びを支え

るために、幼小交流活動内容の充実、活動の見通

しがもてるようにした。 

第２回の交流活動は、第１回の交流活動から学

んだことを生かし、活動が充実するには、教材へ

の理解が大切と感じ、事前に幼稚園でのシャボン

玉遊びの様子を写真やエピソードで伝えた。 

 

園での遊びやその中の体験や学びを具体的に

伝えることは、日常の子供の姿にある体験の多様

性や関連性につながり、互いの教材観を深めてい

くことになった。この教材のもつ豊かさや可能性

をさらに共有するため、幼小の教員で、教材研究

もし、教材への理解を深めた。また、交流活動の

前や活動の後の姿の中にも子供の学びを読み取っ

ていった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈活動の前の姿から〉 
 Ｄ児は、割れないシャボン玉ができる液作りに興味をもち、

水と洗剤に水飴を加えるという情報を番組で得てきた。その

様子に興味をもったＥ児やＦ児も加わり何度か試した。その

中でやみくもにたくさん入れればよいのではなく、材料をお

たま何杯分かと計り、「絶対に割れないシャボン液玉の配合」

を見出していた。忘れないようにと、Ｇ児はメモをとる姿も

あった。〔思考力の芽生え、社会生活との関わり、協同性、自

立心、数量、文字、言葉での伝え合い〕 
 
〈活動当日の姿から〉 
 初めはそれぞれ準備してきた道具を使ってシャボン玉遊び

をする姿が見られたが、徐々に近くにいる友達へ関心が向き、

活動終盤には、シャボン玉をペーパー心でキャッチするなど、

互いの動きを受け、新たな楽しみを見出していた。 

 

第第 33章章  生生活活科科のの内内容容  

（（６６））身身近近なな自自然然をを活活用用ししたたりり、、身身近近ににああるるももののをを使使っっ
たたりりすするるななどどししてて遊遊ぶぶ活活動動をを通通ししてて、、遊遊びびやや生生活活にに使使
うう物物をを工工夫夫ししてて作作るるここととががでできき、、そそのの面面白白ささやや自自然然のの
不不思思議議ささにに気気づづくくととととももにに、、みみんんななとと楽楽ししみみななががらら遊遊
びびをを作作りり出出そそううととすするる。。  

遊遊びびははそそれれ自自体体がが楽楽ししいいここととででははああるるがが、、そそここにに友友達達
ととののかかかかわわりりががああるるととささららにに楽楽ししいいももののににななるる。。競競いい合合
っったたりり力力をを合合わわせせたたりりででききるるかかららででああるる。。遊遊びびそそれれ自自体体
がが互互いいのの関関係係をを豊豊かかににしし、、毎毎日日のの生生活活をを充充実実ししたたももののにに
ししてていいくく。。そそううししたた豊豊かかなな生生活活のの実実現現にに向向かかうう遊遊びびをを作作
りり出出ししてていいくく姿姿がが期期待待さされれてていいるる。。  

 

～エピソードから（抜粋）～ 
 ３歳Ａ児は、初めてシャボン玉をふけるようになり、繰り返し

膨らませ飛ばしていた。偶然、太鼓橋の支柱にシャボン玉がくっ

ついたことがきっかけで、色々な場所にシャボン玉つけを始め

た。花やクモの巣、コンクリートの上など試した。さらに、一旦

くっついたシャボン玉をストローで取ることができるかや、スト

ローをシャボン玉に差し込んでもこわれない時があるなど発見

していく姿が見られた。偶然の出来事から興味関心が引き出さ

れ、夢中になる姿には、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

につながる健康な心と体、自立心、思考力の芽生え、自然への興

味関心等が見られる。 
4 歳児では、自分なりにシャボン玉がふけると、高く遠く飛ば

したい、たくさん飛ばしたいと考え、風がよく通る築山に移動し

試していた。また、どこまで大きく膨らませることができるか挑

戦したり、Ｃ児は膨らんだシャボン玉をよく見るうちに、表面が

虹色になってつなげて思考したり、科学的な好奇心や探究心とつ

ながる体験をしている。 
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５歳児 10 月「お祭りごっこの屋台作り」 
の事例では、運動会の取組を通し、子供達 
はテーマに沿ってみんなと表現し、目的を 
持ち、遊びや活動に取り組んだりすること 
に面白さを感じるようになってきた。そこ 
で、この育ちを受け、年長児みんなで共通の目的に向かって友達と

取り組み、やり遂げた満足感を味わえる体験を重ねていきたいと取

り組んだ。収穫祭に年少組と年中組を招いて開くことを投げかける

と、子供達はお祭りにとても意欲的で、何を作り、どんなお店にす

るか、話し合いが進んだ。 
食べ物屋グループの 5 人は、さっそく自分達で材料を選び、これ

までの体験を生かして、たこ焼きとやきそばを作り始めた。しかし、

できあがっていくにつれ、目的が見出しにくくなっていく様子が見

られ、絵本「おまつり」を一緒に見てみることにした。屋台が本物

の木材でできていることに心惹かれ「やってみたい」という思いが

感じられた。木材を運び出し、店の幅に合わせて印をつけ、大きさ

を揃えた板に釘を打ち始め、5 人での遊びがつながっていった。 
 

 

 

 

 

 

活動前後の子供の姿の中にも、多様な体験や学

びが読み取れた。前後の遊びや活動も含めた活動

の見通しをもつことが必要であることが分かった。 

 

◯接接続続期期カカリリキキュュララムムのの作作成成 

 事例研究会・研究保育・保育内容検討会・週案

作成等において、『幼児期の終わりまでに育ってほ

しい姿』の視点から、年長児の発達を捉えた。ま

た、捉えたことを、教育課程・各月の指導計画と

照らし合わせ、育ちの方向性を再確認したり、接

続期カリキュラムの在り方を検討したりした。園

内の事例研で出てきた姿を、教育課程に照らし合

わせて見直すと、子供達が夢中になって遊びを作

り出している場面には、教育課程で目指している

姿がそれぞれに表れていることが分かった。 

５歳児１０月「ハロウィンパーティーを開こう」

の事例では、運動会における「SL銀河の旅」での

表現から「ハロウィンパーティー」へとクラスみ

んなで体験を重ねることを通し、より育っていく

姿であることも確認することができた。また、卒

園を間近に控えた２月には、１年間の自分達の成

長を振り返り、より深いつながりの中で子供達が

話し合いをしていることも分かった。そのつなが

りが、修了式に向けての取り組みの中で、一人一

人に合った言葉を見つけて話すことにもつながっ

た。 

このように、遊びや生活において、体験が重な

りつながりあっていく子供の具体的な姿を、カリ

キュラム上に表すことができるかどうか検討した。

実際、年長組の子供達は、このハロウィンパーテ

ィーで体験し培った姿を糧にして、その後たんぽ

ぽ・きく劇場（１１月）、クリスマスパーティー（１

２月）につながりをもちながら生活を積み上げた。

今年度の年長組後半の生活の中で、『幼児期の終わ

りまでに育ってほしい姿』を特に意識して取り組

んだ活動がつながり合い、子供達が育っていく様

子を、本園の教育課程をもとに、次のように表に

まとめてみた。 
〈〈接接続続期期カカリリキキュュララムム〉〉  

前述のような形にまとめた

ものを本園接続期カリキュラム

の原案とした。図に「※事例１」

とあるように、具体的な事例が

あることで、カリキュラムをど

のように実践しているのかが小

学校以降へつながりやすくなる

と考え、右記のような A4サイズ

の事例を接続期カリキュラムに付け足していくこ

とにした。幼小の教員でも、5 歳児後半の教育課

程に『幼児期の終わりまでに育ってほしい姿』が

具体的に示されていることを確認し、接続期のカ

リキュラムや事例を「幼小連携カリキュラム資料」

ファイルにまとめた。 

年度末には、互いの教育や教員同士の学びを授

業や保育に生かし、教育課程や指導計画に反映し

た。附属小学校では、生活科を軸として『スター

トカリキュラム』を作成した。 
〈〈ススタターートトカカリリキキュュララムム〉〉  

  

③③幼幼小小接接続続期期カカリリキキュュララムムをを活活用用ししたた実実際際【【令令和和

２２年年度度・・令令和和３３年年度度】】  

園内で検討したその時期の事例を、接続を意識

してまとめ、下記の視点で考察をし、理解を共有

した。 

 

 

 
 

 

なお、この時期のねらいは次のとおりである。 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 
 

      

 

 

 
 

〈〈考考察察のの視視点点〉〉  

視視点点①①どどののよよううなな資資質質・・能能力力がが育育っってていいるるかか  

視視点点②②環環境境構構成成やや援援助助  

５歳児１０月のねらい 
○自分なりのめあてに向かって、考えたり、試したり、
工夫したりしながら、やり遂げた喜びを味わう。 

○友達と共通のイメージや目的を見出しながら遊びを
進めていく。 

〈1 年生の振り返りカードから〉 
 反省会で 1 年生の担任から振り返りカードを見せてもらった。

触れ合う楽しさと共に、その子ならではの豊かなことばの表現が

あった。 
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考察 

視視点点①①どどののよよううなな資資質質・・能能力力がが育育っってていいるるかか  
・教師から投げかけられたお祭りではあるが、楽しみを見出し、

これまでの経験を生かし、自分達で作るものを決め、材料を選

ぶなど、主体的に取り組む姿が見られた。〔自立心、健康な心と

体、学びに向かう力・人間性等〕 

・絵本「おまつり」から得た情報をもとに、自分達もやってみた

いと意欲を持っている。〔社会生活との関わり、健康な心と体、

知識・理解の基礎、学びに向かう力・人間性等〕 

・木材を一緒に運んだり、板を押さえてあげたりし、仲間と一緒

に取り組むことに喜びを感じる。【協同性、学びに向かう力・人

間性等】 

・釘の長さを板の厚みと比較し、釘が板からはみ出さないかどう

か確認し、安全な状況へも思いを巡らせている。【数量への関

心・感覚、健康な心と体、知識・技能の基礎】 

・仲間が発信する情報を受け止め、共有している。【協同性、学び

に向かう力・人間性等】 

視視点点②②環環境境構構成成とと援援助助  
・5 人が協力して取り組む状況を作るための素材として木材を選

んだ。一人では作業できない状況により、一緒に持ったり、互

いに気づきを伝えたりする状況を作り出すことはできた。一方

で、子供達だけでは安全を考えたり、頑丈に作ったりすること

が難しかった。子供達が自分達で進めていけるように、これま

での体験や技能に合わせた素材を選ぶや教師側の細やかな援助

や状況作りの工夫が必要であった。 

・運動会での体験をつなげ、より遊びが活性化し、体験が深まる

ことを願って、お祭りを開くことを提案した。しかし、このグ

ループのように、最終目的は見えているものの、自分達で相談

しながらお祭りの準備の具体を考えることが難しい様子もあり、

これまでの体験の重ね方等、体験や学びの関連性を考えた保育

のあり方をもっとよく考えた実践をしていかなければならない。 
 

事例をもとに、令和元年度作成した接続カリ

キュラムを資質・能力でも見直し、下記のよう

に再編成した。（令和２年度） 

〈接続期カリキュラム〉 

 

 令和３年度の詳細は、別論文「幼小接続期カリ

キュラムを活用した保育と授業の実践」に譲る。 

３３））考考察察  

『教育課程５歳児』『生活科単元指導計画』で子

供の育ちを確認し、『資質・能力』で子供の体験や

学びを理解し、幼小の学びをつなぐ取り組みをし

てきた。やっと互いにつながりを考えたカリキュ

ラムが形となってきたことは一つの成果である。 

しかし、それにとどまらず、子供の多様な体験

や学びを読み取り、それを支える環境構成や援

助・支援の工夫について校種を越えて交流し、互

いの教育のよさやあり方の理解を深め、日々の質

の高い教育実践につなげ、互いの教育がより豊か

になり、子供の日常も豊かになるという循環が生

まれることに、接続教育に取り組む大切さを実感

するところである。 

今後は、幼小接続期のカリキュラムを一体的な

ものとし、これからも子供の多様な体験や学びを

支えるため、日常の子供の姿の理解を幼小全体で

深め、教育活動を展開していくようにしたい。  
          （文責 渡邉 奈穂子） 

（（２２））小小中中連連携携のの取取組組  

１）方法 

 小中連携について、「総合的な学習の時間」を中

核にしつつ、「外国語教育」、「プログラミング教育」

を重点に、現在は各教科の連携が始まっている。

令和３年度は、６年間の小中連携の研究成果を検

証すべく、附属中学校全生徒、附属中および附属

小の学校教員を対象とした質問紙調査を作成し実

施した。令和３年度の取組は以下の通りである。 
１）８月５日（木） 小中連携に関わる打合せ 
【附属中学校】 

平澤傑(研究主任)、大瀧航(外国語教育)、加

藤佳昭(プログラミング教育)、佐々木倫生

(ＩＣＴ)、工藤真以、中村正成、赤沼周子、

佐々木篤史(総合的な学習の時間) 

【附属小学校】 
金子祐輔(研究主任)、大森有希子・遠藤真央

(外国語教育)、上田佳穂・小野綾香(プログ

ラミング教育)、白石円・小田誠(ＩＣＴ)、

菅原純也・片島美津子・松舘慧(総合的な学

習の時間) 
打合せ内容 
【総合的な学習の時間】 

「育成を目指す資質・能力」の小中連携に

ついては、これまで７年間の系統性検討の成

果が、令和２年度に作成した小中で育成する

資質・能力とスキルの構想図（図１）である。

これを基に、発達段階に応じた具体的な学習

活動について議論してきた。現在、小学校で

は「個」で学びを深める探究学習（個人課題

追究）、中学校では「協働」で学びを深める

探究学習（グループ課題追究）が実践されて

おり、７年間を通して、探究を深めていくた

めに、「個」の学びと「協働」の学びをどの

ように融合させていくかについて議論がな
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された。また、生徒が課題解決していく過程

においては、教員は子供たちが必要な時に、

有識者や専門家等、外部の多様な人材と接続

する等、社会に開かれた教育課程の実現が重

要であることを確認してきた。 

「育成を目指す探究的なスキル」の小中連

携については、小学校段階でクローズドスキ

ルを育成し、中学校段階でオープンスキルを

上乗せさせていくことが確認された。 

【プログラミング教育】 

小学校では、ビスケットや Scratch等の簡

単なプログラミング言語を使って、子供たち

はプログラミングを体験している。こうした

基盤の上に、中学校技術・家庭科技術分野の

プログラミングによる問題解決が位置づい

ていることを再確認し、両校の実践を交流し

た。小学校でのプログラミングのレベルが

年々高まっており、その変化に対応しながら、

中学校スタート時点で扱う題材のレベルを

設定していくことが重要である。指導目標が

異なるため、子供同士の小中連携は難しいが、

小中の教員間で指導内容や生徒の成果物を

交流し合う場を設けながら、適切な難易度の

指導計画を考案し、実践していくことを確認

した。 

【外国語教育】 
小中それぞれで「夢」に関する単元を実施 

し、生徒の活動の動画を蓄積することを確

認した。蓄積された動画は、中学生の動画を

小学６年生が、小学６年生の動画を小学４年

生が視聴し、モデリングさせる。動画につい

ては、主に中学校段階では英語による対話の

部分、小学校段階では ALTへのインタビュー

等の部分とする。中学校段階で特に重視する

力としては、「書くこと」領域である。 

【ICT 担当】 
GIGA スクール構想で導入された一人一台

端末の使用状況やガイドライン等について

交流した。小中で一貫したルールの必要性に

ついて話し合われた。９年間を通して、使用

制限をかけることよりも情報モラルの指導

を重視し、ICT 活用に限らない汎用的な判断

力、善悪を自ら判断できる力等を養っていく

ことを確認した。 

２）～９月３０日（木） 各教科打合せ 
３）１０月７日（木） 授業のオープンセミナー 

  附属中学校の保健体育の授業参観 
【附属小学校】 

金子祐輔，菅原純也 
４）１２月１日（水） 附属小学校「わかたけタ

イム」参観 
  【附属中学校】 

工藤真以，山蔭理恵 
５）１２日２２日（水） 附属小学校「わかたけ

タイム・卒業研究発表会」の参観 
【附属中学校】 

平澤傑 
６）１月２４日（月）～１月２８日（金） 小中

連携に関する教員の意識調査 

対象：附属小学校教員，附属中学校教員 2） 

７）１月２４日（月）～１月２８日（金） 総合

的な学習の時間に関する質問紙調査 
対象：附属中学校全学年生徒 3） 

２）結果 

 本研究の中核をなす「総合的な学習の時間」の

小中連携について，附属中学校全学年生徒376名，

附属小学校教員 21 名，附属中学校教員 20 名を対

象として実施した質問紙調査の結果を報告する。 

 
図１ 小中で育成を目指す資質・能力とスキル 11）） 
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附属中学校教員を対象に実施した小中連携に関

する教員の意識調査の結果が表表１１である。附属中

学校教員は，小中連携を通して，子供たちに育成

する資質・能力を明確に持って指導にあたる教員

が増えた。また，子供たちが社会に出た時に必要

な力（特に、自己創造の力と社会創造の力の育成）

を意識するようになった教員も多い。 
附属小学校の児童は「わかたけタイム」で，身

近な盛岡，岩手，全国と課題解決の空間的レベル

を広げていく学習過程を経験しており，中学校の

「ヒューマン・セミナー」では，探究の質の深化

が課題であるとの回答も見られた。 
附属小学校教員を対象に実施した小中連携の意

識調査の結果が表２である。小学校の４年間を通

して，問題解決的な学習が繰り返される「探究」

スパイラルの意識の向上が確認された。「どのよう

なことを意識して指導にあたるようになりました

か」に対する回答には，「問う力」「追究する力」

「表現する力」「見つめる力」の４つの力を意識し

た指導，小学校卒業までに育成する資質・能力を

明確にもった指導が必要との回答も見られた。 
これまでの小中連携の研究を通して，附属中学

校の「ヒューマン・セミナー」は，自己の生き方

を探究する学びから，生き方を学ぶ要素を残しつ

つ，地域課題解決の探究学習に大きく移行してき

た。日常生活や社会に目を向け，自ら課題を設定

し，具体的な問題についての情報収集し，収集し

た情報を整理・分析，明らかになった考えや意見

などをまとめ，表現し，新たな課題を見付けると

いう探究学習のサイクルを確立した。附属中学校

全生徒を対象にした質問紙調査の結果が表３であ

るが、探究サイクルの中で最も高い値を示したの

は，「具体的な問題についての情報を収集した。」

という項目である。また、情報収集の方法につい

ての記述式質問では，インターネット，新聞・広

報誌，対面でのインタビュー調査，電話やメール，

Zoom など、生徒は多様なリソースを駆使して探

究学習に取り組んだことも明らかになった。 
小学校の頃と比べて、中学校の総合的な学習の

学習方法で成長したと思うのはどこかという問い

について、３年生のある生徒は，「小学生の時はイ

ンターネットのみで情報を収集していましたが，

中学生になり新聞や実際のインタビュー，新聞な

ど様々な方法で情報収集できるようになりまし

た。」と記述している。 
小学校の頃と比べて、中学校の「ヒューマン・

セミナー」を通じて、『自己の生き方を考える』と

いう点において成長したと思うのはどこか、とい

う質問に対して，３年生のある生徒は，「小学校の

頃は『こんな人間になりたい』のように，生き方

について抽象的に考えていた。中学校で学ぶこと

で，より具体的な生き方を考えるようになった。

身近で働く人や，自分たちが感じる地域課題につ

いて掘り下げることで，『5 年後，10 年後，私も

この人たちと同じように働くのだろうけど，どん

なところで目指す生き方に迫る，こだわりを出す

ことができるのだろう』と考えるようになった。」

と回答した。また、同学年のある生徒は，「小学校

では地域の一員というよりは地域の問題について

考えただけとなっていたが，中学校では課題につ

いての具体的な解決案を考えて実践することがで

きました。それによって地域の一員としていいか

の課題解決に携わることが大切ということが深く

学べたため成長したと思います。」と回答した。 
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表 2 小中連携に関する附属小学校教員の意諜詞査 (N=20 )
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表 3 総合的な学習に関する生徒質問紙調査 (N=376 )
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３）考察 

過去５年間，小中の教員間レベルの交流を充実

させ、児童生徒間レベル、カリキュラムレベルで

小中連携の研究を推進してきた。今年度の調査結

果から，両校の教員が，児童生徒の活動の様子を

実際に見ることを通じて，育成を目指す資質・能

力のイメージが明確化されてきていることが確認

された。７年間を通じて、育成を目指す資質・能

力が明確化されたことで，「わかたけタイム」と「ヒ

ューマン・セミナー」の指導目標や指導計画，子

供たちに身に付けさせたいスキルの育成方法が両

校で検討され実践されたことは大きな成果である。

附属中学校では，附属小学校で取り組んできた「地

域課題の解決」の要素を盛り込んだ実践が本格的

に始まった。附属小学校で育成された資質・能力，

スキルを土台とし，附属中学校でヒューマン・セ

ミナーに取り組んだ子供たちは，探究学習の過程

で多様なリソースを活用して学ぶ方略を習得し，

多様なスキルを身に付けていることが明らかにな

った。発達段階に応じた指導目標に基づいて推進

した実践の成果である。生徒記述から，自分自身

の生き方を考えることに留まらず，地域課題を解

決して社会に参画していこうとする態度も醸成さ

れていると推察される。 
中学校教員を対象とした質問紙調査の中で，総

合的な学習の時間と教科の学習の時間との関連を

意識している教員が増えてきている。特に資質・

能力を育成するために，教科担任が各教科の授業

の中で，総合的な学習の時間と関連づけながら多

様なスキルの育成に努めていることも確認された。 
生徒質問紙調査からは，地域課題解決をテーマ

とした探究的な学習のサイクルが確立されつつあ

る。課題解決の成果を日常生活の行動の中で生か

そうとする意識はやや低く，今後の課題でもある。 
今年度の調査から，赴任１、２年目の教員に過

去５年間の附属校としての小中連携の研究が上手

く伝わっていない現状も明らかになった。新型コ

ロナ禍により規模を縮小した取り組みであったこ

とも要因の一つであるが，人事異動による教員の

異動もあり、組織的・体系的な指導を実現するた

めには，教員間での情報共有と連携成果の引き継

ぎも課題であろう。  （文責 加藤佳昭） 

３．本研究の成果と課題 

幼小連携については、生活科を中心に、教職員

間の交流、 幼児児童間の交流を踏まえ、スタート

カリキュラムを念頭に置いた連携カリキュラムの

実施に努めたこと、子どもを支える環境構成や援

助の工夫改善に努めたことが成果である。特に、

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿も含め、資

質・能力レベルでの接続を図った点が成果といえよう。 
また、小中連携については、総合的な学習の時

間を中心に、プログラミング（ICT）、外国語も含

め、児童生徒の実態を踏まえ、マクロなレベルで

の資質・能力の系統的な発展を明確につつ連携教

育の実践に取り組んできた。児童生徒も、教員側

も、教育活動における小と中のつながりを意識で

きるようになった点が成果である。 
一方で、幼小、小中の連携とも、まずは育成し

たい資質・能力の連続性を今後も意識化していく

ことと、何のための校種間連携なのかを、幼小中

を通じて確認していく必要がある。よりよい学校

教育を通じてよりよい社会を創るという理念を、

幼小中の教員全体で共有していく場を設けること

が課題である。特に、OECD が、Education2030
プロジェクトにおいて、児童生徒を、変革をもた

らすために自ら目標を設定し、反省し、新たな価

値を創造しながら責任をもって行動できる主体＝

エージェンシー（Agency）として捉えているが、

この理解を、これからの幼小中連携の中で、いか

に教員側で意識し、連携カリキュラムの中で実現

していくかが、今後の課題といえよう。   （文

責：田代 高章） 
注 

1）岩手大学教育学部附属中学校『令和３年度研究

紀要「Society5.0を生き抜く「人間の強み」を

育む学びの構想」』令和３年５月 28日、165-166

頁より抜粋。 

2）質問紙調査について、附属中学校 教員全 23

名中、回答者 21名。附属小学校 教員全 29名

中、回答者 21名であった。 

3）附属中学校 生徒全 415名中、回答者 376名で

あった。 
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